










 

 

始まりは２０１１年の秋、当時、東京農業大

学教授の安藤元一先生がムササビ観察のため、

学生と自然環境保全センターの自然観察園に

ムササビの巣箱を４つ設置したことだった。

カメラを設置し、１年間調査をしたが、残念な

ことにその時にはムササビは姿を現さなかっ

た。 

その後細々と続けていたが、いつしか設置

した巣箱は穴があいたり、下に落ちていたり

して、このままではいけないと２０１６年の

春から、きちんと記録に残そうと自然観察園

のムササビ調査を再度行うことにした。 

２０１６年３月、以前より取り付けてあっ

た巣箱でムササビの姿が確認されたので、ム

ササビはいくつかの巣箱を渡り歩くという文

献に基づき、４月に２つの巣箱を新しく取り

付けた。５月にはこの新設巣箱でムササビの

姿が確認された。 

８月には表面に杉皮を張り付けた巣箱を更

に２つ設置し、併せてセンサーカメラを設置

して、ムササビの出入りが確認出来るように

した。 

１２月にも２か所の巣箱にムササビを確認

し、少なくとも２頭のムササビの存在がわか 

 

 

 

り、ここで繁殖するかもしれないとの期待が

膨らんだ。 

更にいろいろな調査報告書や文献をしらべ

ているうちに、繁殖のためには、現在設置し

ている巣箱より大きいものが必要であるとい

うことがわかった。 

そこで、繁殖のための大型巣箱を確認され

ている巣箱の近くに新たに取り付けた。１２

月また２０１７年１月とムササビが巣箱から

顔を覗かせているのが確認された。 

３月にもムササビを確認したが、私たちの

調査中に巣箱からが飛び出し、隣の木に移動

し滑空して逃げてしまった。野生動物の繊細

さを思い知った。今後は少人数で注意を払い
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ながら調査に取り組む方が良いのではと思っ

た。 

４月になると巣箱の１つにテンが出入りし

ているのがセンサーカメラに映っていた。そ

のため巣箱の下にヘビ除けの樹脂板を巻きつ

け、これにより下から登るテンの侵入を抑え

ることができればと考えた。以前テンが出入

りしていた巣箱の屋根をムササビが匂いを嗅

ぐようなしぐさがセンサーカメラにより確認

されたが、中には入らなかった。 

６月にはテンばかりではなくサルの姿も。

サルは２頭で巣箱の杉の皮をはがしたり巣箱

に腰掛けたりした後立ち去って行った。 

またカメラ内にアリが巣を作っていたので、

アリの侵入口をテープで塞いだ。 

８月、巣箱の 1 つに幼獣の姿が確認された

が、３日後に確認にいったがもう姿はなかっ

た。 

数日後、近くにあるフクロウ小屋からムサ

サビが飛び出し、我々が立ち去るまで監視し 

ていた。もしかしたら巣箱内に幼獣がいるの

かもしれない。 

９月に更にもう１つの巣箱を設置した。近

くの巣箱からムササビが顔を覗かせていたが、

作業終了時にはもう見られなくなっていた。

帰り道フクロウの巣箱からムササビが飛び出

してきた。先ほどのものと同一個体かもしれ

ないが、残念なことに個体認識が出来ないの

で何とも言えない。 

現在までの調査の中で、私たちがどこまで

野生の中に踏み込んでよいのか、またどのよ

うな手法を取れば、野生動物の日常を脅かさ

ず調査ができるのか、勉強しなければならな

いと痛感した。今後も調査を続けていくにあ

たって野生への畏敬と細心の注意を心掛けて

行っていくつもりである。 

ムササビの子供も元気で育っていますように

と願いつつ、観察を続けている。   

                           

平 美也子 記 
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神奈川県自然環境保全センターには、毎年 400 羽以上の傷ついた野鳥が持ち込まれる。彼らが保護された原

因は様々であるが、2010 年度～2016 年度の自然環境保全センターがまとめたデータを元に救護原因の割合

を計算した（図 1）。原因不明の場合と「ヒナの拾得」を除くと、飛ぶことができる成鳥の最も多い救護原因は

衝突・交通事故である。 

 そこで今回、羽根標本班と衝突調査班のコラボ企画として、イベントでの展示を行うにあたって、特定の種

類の野鳥がガラス窓に衝突する事故を起こしやすいとすれば、その種類は何かを調べるためにデータの分析を

おこなった。もし特定の種類の鳥がガラス窓への衝突事故を起こしやすいとすれば、その原因を明らかにする

ことにより衝突事故の防止対策を考える手がかりになる。 

 

 野鳥がガラス窓に衝突するのは、ガラス窓の存在に気づいてい

ないからである。鳥の飛行速度は 30[km/h]から 50[km/h]程度

である。鳥が十分な距離からガラス窓を認識できていれば、衝突

せずに回避すると考えられる。ガラス窓の存在に気が付かない理

由は以下の 2 つである。 

 

理由１ 「ガラスが透明なので気づかない」 

 

理由２ 「ガラスに風景が映り込んでしまう」 

 

 

神奈川県自然環境保全センターがまとめた 2010 年度か

ら 2016 年度の救護データを用いて、衝突事故が原因で救

護された野鳥の個体数を集計した。その結果は、図 2 の棒グ

ラフのようになった。縦軸の「衝突率（％）」という項目は、

鳥の種類ごとの救護原因が衝突・交通事故である割合を表し

ている。今回、我々が求めた結果は、ツバメ（7 位）やスズ

メ（6 位）の衝突率は低く、衝突率が高かったのはムクドリ

（1 位）、キジバト（2 位）、メジロ（3 位）、ヒヨドリ（4 位）、

シジュウカラ（5 位）のような我々の身近にいる野鳥たちで

あった。 

 

1 位から 5 位までにランキングされた野鳥の翼は、初列および次列風切り羽が扇状に展開することから扇翼

型と呼ばれている。図 3（a）から（c）は、1 位になったムクドリの羽根と翼の標本である。初列風切り羽の

間隔はないが、各羽は自在に開閉することができ、波型飛行や翼を閉じての滑空など変化に富んだ飛翔を可能

にしている。これらの鳥の飛翔能力には特に問題はなく、羽根や翼の構造と衝突事故の因果関係は発見できな

かった。 

図１ 救護原因の割合  

（2010 年度から 2016 年度の平均）  

図２ 野鳥の種類ごとに求めた衝突率（2010 年度から

2016 年度の平均）  

「ガラス窓に衝突する野鳥の羽根標本」展示「ガラス窓に衝突する野鳥の羽根標本」展示「ガラス窓に衝突する野鳥の羽根標本」展示「ガラス窓に衝突する野鳥の羽根標本」展示報報報報告告告告    
秦野市・市民祭（11/3） 相模原市・動物フェスティバル神奈川 2017（11/5） 

遠藤 順一 

羽根標本班＆衝突

調査班コラボ企画  
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 しかし、救護データを見直す過程で別の事実に気付いた。それは、羽根標本班

が羽根や翼標本の制作に使用した鳥の救護原因は衝突事故が多いということで

ある。これまでに制作した全標本の 4 割以上は衝突が原因で救護された鳥であ

った。羽根標本を制作する場合、できるだけ羽根や翼が傷んでいない死体を用い

る。衝突が原因で救護された野鳥の羽が傷んでいないのは、治療過程の早期に亡

くなってしまうことが多いことを表している。衝突事故で死亡する野鳥を減らす

には、衝突事故そのものを予防する対策が重要である。 

 衝突調査班は、秦野市立図書館における衝突事故を予防するために、様々な対

策を実施してきた。現在、図書館の窓には紫外線を反射する特殊なフィルムを貼

る予防対策を施している。人間の眼には 320[nm]から 400[nm]の波長をもつ

長波長紫外線（UVA）を見ることはできないが、鳥には見ることができる種類が

いる。図書館での衝突件数が多いハト類も UVA を見ることができる種類であ

り、窓にフィルムを貼る対策をとってから衝突件数が減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 衝突調査班としては、自然環境保全センターの救護データを集計し直すことによって、我々の身近にいる種

類の野鳥がガラス窓への衝突や交通事故によって命を落としていることに改めて気づくことができた。また、

このような事故により死亡する野鳥を減らすためには、衝突事故そのものを予防する対策が重要であることも

明らかとなった。今後も野鳥の衝突事故を減らすための予防対策に関して、一般への普及啓発に力を入れてい

きたい。 

 羽根標本班としては、野鳥の衝突事故について多くの人に知ってもらう一つの手段として、我々が制作した

羽根標本を活用できたことが大きな成果であった。今後もひとつひとつ丁寧に羽根・翼標本を制作し、野生鳥

獣の保護活動に活用できる機会を探したいと思う。 

最後に衝突調査にご協力くださいました秦野市立図書館の皆様、羽根・翼標本の制作・展示や救護データの

集計にご協力くださいました自然環境保全センターの自然保護課の皆様に感謝いたします。 

図３-(a) 救護原因が不明の

ムクドリの翼標本。初列風切

り羽と次列風切り羽が扇のよ

うに展開してる。 

図３-(b) 救護原因が「ベランダに落ちて

いた」の個体。ムクドリは黒っぽく見える

が、羽根標本では黒褐色から茶褐色である

ことがわかる。 

図３-(c) (b)と同じ個体の尾羽。ムクドリが

飛翔るときに目立つ尾羽先端の白帯がよくわ

かる。また、外側（T6）よりも中央（T1）の

ほうが短く、ゆるい V 字型の尾羽型である。 
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L3 チョウゲンボウ 

 

L2 カルガモ L7 ウミネコ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

足環足環足環足環プロジェクトとはプロジェクトとはプロジェクトとはプロジェクトとは    
足環を付けた放鳥個体が野外で発見もしくは再捕獲等されることで 

その個体の生存年数、移動範囲・距離などを知る為の活動です。 
詳しくは「RUNNER」vol.16 を御覧下さい。 

    
～～～～足環足環足環足環をををを付付付付けてけてけてけて放放放放されたされたされたされた鳥鳥鳥鳥たちたちたちたち～～～～    

2017 年 9 月～10 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな足環をつけた野鳥を見かけたら下記まで連絡してください。 

足環番号足環番号足環番号足環番号    種類種類種類種類            放鳥月放鳥月放鳥月放鳥月            放鳥場所放鳥場所放鳥場所放鳥場所    

L0  トビ   2017 年 9 月 11 日 平塚市 

L2  カルガモ  2017 年 9 月 21 日 平塚市 

L3  チョウゲンボウ  2017 年 9 月 21 日 平塚市 

L4  チョウゲンボウ  2017 年 11 月 6 日 座間市 

L5  オオコノハズク  2017 年 10 月 10 日 相模原市 

L6  フクロウ  2017 年 10 月 10 日 茅ケ崎市 

L7  ウミネコ  2017 年 10 月 9日 平塚市 

L8  ノスリ    2017 年 10 月 26 日 大磯町湘南平  

NPONPONPONPO 法人法人法人法人    野生動物救護野生動物救護野生動物救護野生動物救護のののの会会会会    

Tel : 0463-75-1830 e-mail : wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

または 

神奈川県神奈川県神奈川県神奈川県自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全センターセンターセンターセンター    自然保護課自然保護課自然保護課自然保護課 Tel : 046-248-6682 

  

鳥の詳しい情報はこちらに載せています。 

（放野の光景を動画で見ることができます） 

ブログ URL ： http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo 

 

(写真提供：神奈川県自然環境保全センター) 
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“救護の会“救護の会“救護の会“救護の会    ブログ“ブログ“ブログ“ブログ“    始まって始まって始まって始まっていいいいまままます！す！す！す！                                                                                                                                    

◆野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介！ 

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    衝突調査衝突調査衝突調査衝突調査                                                                                                                                                                                                    

◆秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査    

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 2018 年 1 月 26 日、2 月 23 日、3 月 30 日        

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

    探鳥会探鳥会探鳥会探鳥会                                                                                                                                                                                                        

◆～～～～冬の野鳥を見に行こう～冬の野鳥を見に行こう～冬の野鳥を見に行こう～冬の野鳥を見に行こう～    

  ▽日時：2018 年 1 月 27 日（土）  ▽場所：宮ケ瀬早戸川林道 

 ☆冬鳥の観察会を予定しています。詳細は決定次第、救護の会のホームページ等でお知らせし

  ます。 

☆☆☆☆★★★★会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い★☆★☆★☆★☆ 
当会は、設立趣旨にご賛同頂きました皆様方の会費によって運営されております。 

      ★一般会員：年会費 2,000 円  

      ★学生会員：年会費 1,000 円 

私たちの活動を支えて下さる賛助会員も同時に募集しています 

★賛助会員：年会費 法人一口 5,000 円/個人一口 3,000 円 一口以上 

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 【振込先】 

発行月：2017 年 12 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830 

〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086 番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 

編集者 表紙：平沼亜矢子／活動の現場：平沼亜矢子／新任職員さんのご紹介：渡辺みずほ／ 

 ムササビ調査：平美也子(森紀美子) ／「ガラス窓に衝突する野鳥の羽根標本」展示報告：遠藤順一(森紀美子)  

 野生動物調査団ミッションその①：小林夏子／足環 Project!!：渡辺優子(神崎さつき) ／ 

 特定外来種カミツキガメの解剖と亜種の特定：遠藤順一(渡辺みずほ) ／ 

 ～on Your Side～青い地球が永遠に青くあるために：伊熊智子(平沼亜矢子) ／インフォメーション：神崎さつき 

＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊ 

    環境教育環境教育環境教育環境教育                                                                                                                                                                                                                                                            

◆秦野市立秦野市立秦野市立秦野市立上小学校上小学校上小学校上小学校    エコスクールエコスクールエコスクールエコスクール 

▽日時：2018 年 1 月 31 日（水）  10：40～11：25 

▽対象：小学校 1・2 年生 

☆小学校低学年の子供たちに向けて、野生動物についての授業を行います。 

 あなたもこの環境教育に参加してみませんか？興味のある方は事務局までご連絡ください。 

年末年末年末年末年始の保全センター年始の保全センター年始の保全センター年始の保全センターボランティアボランティアボランティアボランティアについてについてについてについて                                                                                                                                                    

◆自然環境保全センターの冬季休業 

▽休業期間 12 月 29日～1 月 3 日 

☆この期間、センター職員は 1 人体制で午前中だけの出勤になり、動物たちの世話も手薄 

 になりがちです。お忙しい時期とは思いますが、お時間のある方、是非お手伝いをお願いい 

    たします。（*休業期間中はセンターへの電話/ＦＡＸも不通となりますので、ご注意ください） 

 

どなたでもご参加いただけます 

        ♪♪♪♪嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ♪♪♪♪        

 救護の会の理事である安井啓子が、長年の自然環境保全活動の功

績を認められ、平成 29 年度「神奈川県自然保護功労表彰」 野生鳥獣

の部で、黒岩祐治神奈川県知事より感謝状を授与されました！ 
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